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http://www.pas.tsukuba.ac.jp/~CiRfSE/



　本日・明日の予定： CiRfSE-WS ＋ 運営協議会　

第３回
CiRfSE
ワークショップ
⽇時

場所
総合研究棟B0110

※参加費無料、参加登録をCiRfSEのHPからお願いします。

http://www.pas.tsukuba.ac.jp/~CiRfSE/

PROGRAM
1/23 (⽉)
9:30-14:10
センター全体活動報告、拠
点活動報告、推進室活動
報告
15:00-17:30
CiRfSE運営協議会
（⾮公開）
18:00-20:00
懇親会 ※要事前参加登録

1/24 (⽕)
9:00-12:00
部⾨活動報告
13:00-
宇宙史3部⾨と逆問題研
究推進室によるパラレルワー
クショップ

CiRfSE
宇宙史国際研究拠点
- 南極天⽂部⾨
- 素粒⼦構造部⾨
- クォーク・核物質部⾨
環境エネルギー材料研究拠点
- エネルギー貯蔵・変換物質

部⾨
- 物質変換材料部⾨
- バイオエネルギー研究チーム
逆問題研究推進室
光量⼦計測器開発推進室

CONTACT
筑波⼤学
数理物質融合科学センター
�029-853-3724
CiRfSE@pas.tsukuba
.ac.jp

2017 年 1⽉ 24⽇(⽕)
9:00 – 12:00, 13:00-

2017 年 1⽉ 23⽇(⽉)
9:30 – 14:10

数理物質融合科学センター（CiRfSE）をハブとした
融合研究の交流と今年度の成果発表会・運営協議
会を兼ねた第３回CiRfSEワークショップを開催します。
奮ってご参加ください。
※1/23（⽉）18時からはスープファクトリーにて懇親会も予定
しています。



筑波大学 数理物質系の「学術センター」として、2014/9/1 発足
２拠点（５部門＋１チーム）+ ２推進室

数理物質融合科学センター 
Center for Integrated Research in Fundamental Science and Engineering

共用施設室 
Office of Shared Facilities

連携支援室 
Office of International 
Innovation Interface

運営協議会 
Steering Committee

センター運営室 
Office of Administration

融合研究企画室 
Design Office of Integrated Research

センター長 Director

学際物質科学研究センター (TIMS)計算科学研究センター (CCS) ・・・

宇宙史国際研究拠点 
Research Core for the History 

of the Universe
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環境エネルギー材料研究拠点 
Research Core for Developing Energy 
and Environment-friendly Materials
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2017/1 現在

研究体制・組織



センター長：金谷和至

宇宙史国際研究拠点 
拠点長(コーディネーター)：金 信弘

環境エネルギー材料研究拠点 
拠点長(コーディネーター)：鍋島達弥

融合研究企画室 
室長：センター長

南極天文部門 
 (南極天文台) 

　中井直正 
　久野成夫 
　新田冬夢 

連携教員： 
 瀬田(関西学院大) 
 関本(国立天文台) 
 大塚、磯崎 
 梅村、森 
 吉川K 
　 
　

 素粒子構造 
　　　　部門 

　受川史彦 
　石橋延幸 
　原 和彦 
　武内勇司 
　佐藤構二 
　大川英希 
　伊敷吾郎 
　吉田拓生 
　池上陽一 

連携教員： 
　金、佐藤Y 
　Soo-Bong Kim 
　（ソウル国立大）

 クォーク・ 
　核物質部門 

　江角晋一 
　中條達也 
　小澤 顕 
　O. Busch 
　金谷和至 
　山口貴之 
　小沢恭一郎 
連携教員： 
　藏増、谷口Y 
　鈴木 
　杉立(広大) 
　浜垣 
　　(長崎総合科学大) 
　秋葉(理研) 
　佐甲(原研) 
　永宮(理研) 
　郡司(東大) 
　志垣(広大)

数理物質融合科学センター

 数理科学 
　研究推進室 

　青嶋 誠 
　秋山茂樹 
　金子 元 
　木下 保 
　田崎 博之 
　照井 章 
　磯崎 洋 

連携教員： 
　矢田、佐垣 
　竹山、梁 
　久保、守屋 
　中井

光量子計測器 
　開発推進室 

　金 信弘 
　西堀英治 
　冨田成夫 
　江角晋一 
　原 和彦 
　近藤剛弘 

連携教員： 
　新井(KEK)、 
　浮辺(AIST)、 
　志岐(AIST) 

 エネルギー 
 貯蔵・変換 
　　物質部門 
　守友 浩 
　西堀英治 
　岡田 晋 
　笠井秀隆 
　小林 航 
　丹羽秀治 
連携教員： 
   櫻井、Bo Iversen 
　末益、柳原、丸本 
　重田、関口、小島 
(NIMS): 安田、Islam 
   韓礼、竹口、坂田 
   梅澤 
(AIST): 大谷 
(KEK): 雨宮、神山 
(JASRI): 大石 
(CNRS): Pralong 
(台湾放射光):  
     岡本, Huang 
(東京理科大):  
    駒場、荒川

 物質変換材料 
　　　　部門 

　中村潤児 
　神原貴樹 
　山本洋平 
　近藤剛弘 

連携教員： 
　鍋島、西堀 
　藤田、後藤 
　木島、岡田 
　森(NIMS) 
　竹口(NIMS) 
　周(AIST) 
　藤谷(AIST)

  
バイオ 
 エネルギー 
　研究チーム 
　鍋島達弥 

連携教員： 
　北 将樹 
　辻村清也 
　加納英明

2017/1/1

現状の構成

構成教員：39（国際TT：4，CA：4(+2)を含む）＋ 連携教員(客員, 海外unit PI を含む) ＋ 研究員



数理物質融合科学センター
ミッション：物質の本質を数理的手法で統一的に理解し、融合的学問分野を構築・牽引 
センター長：数理物質系長（重点研究センター設立まで）

数理物質融合科学センター

宇宙史国際研究拠点 
（朝永センター）

環境エネルギー材料研究拠点 
（白川センター）

共用施設室 
装置管理・共同利用

連携支援室 
国際連携・つくば連携

・・・

東北大

極地研

TIA-nano

KEK連携

CERN

BNL

ALMA

・・・

ナノテクプラットフォーム

オープンファシリティー

計算科学 
研究センター

TARA 
センター ・・・

産総研

物材研

・・・

KEK

量子ビーム

TIA連携
大学院

宇宙史 
国際教育 
コース

教育改革 
構想

学士・ 
大学院 
一貫教育

ナノバイオ施設

運営協議会

センター運営室
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宇宙史 
コンソーシアム

環境エネルギー材料 
コンソーシアム

国立天文台

南極天文 
コンソーシアム

融合研究企画室 
分野融合支援・新領域開拓

センター長

設立の経緯
筑波大学研究力強化実現構想 
　 (2013/6 提出 => 2013/8 採択)
筑波大の「世界と戦える強い部分を強化」するために、 
①　CCSとTARAを「重点センター」化 
②　３つの「学術センター」を創設 
　　　数理物質系の学術センター　=>

これらを束ねるものを、当初「機構」としようとしたが、学則上の位置付けが不明確だったので、早期発足のため、 
規則上明確な「センター」とした。

数理物質系の「とがった部分」を検討し、系長をセンター長として

を 2014/9 に設立。 
　＊　２つの「拠点」：将来的にそれぞれ共同利用センター/研究所となるべきもの 
　＊　「推進室」：「拠点」の芽



2015年度までの活動概要

研究集会 国際会議TGSW2014, TGSW2015 
CiRfSEワークショップ/運営協議会 ３回 
その他 研究会・WS  主催４回 
連携サロン ４回

外部資金獲得に向けて
2015 概算要求「宇宙史の暗黒を照らす国際研究拠点形成」：計算科学研究センターと連携して申請　=>  採択 
2015 文部科学省海外若手研究者中短期招聘プログラム => 採択（２０万円）江角 
2015 JSPS２国間交流事業 => 採択（H27:184万円）西堀 
その他いろいろ申請 （=> 不採択）

研究体制の強化・展開 2015/10 「光量子計測器開発推進室」設置 
2015/10 環境エネルギー材料研究拠点「バイオエネルギー研究チーム」設置

2014/9/1 発足

国際TT助教 大川英希（素粒子）14/8/1 着任　=>　スイス・CERN 
Oliver Busch（QGP）14/12/18 着任　=>　ドイツ・ハイデルベルク大学 
笠井秀隆（エネルギー貯蔵変換）15/4/1 着任　=>　デンマーク・オーフス大学 
金子元（逆問題）部局国際TT 14/7/1 着任　=>　フランス・ストラスブール大学

デンマーク・オーフス大CMCとは、2015海外ユニット招致（西堀）でも連携。

全学戦略枠 逆問題研究推進室(数理科学研究推進室)　教授 
環境エネルギー材料研究拠点/TIMS　教授

コンソーシアムの立ち上げ
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融合研究の国際的ハブ構築を目指し：

系への投資の attractor/recepter、外部資金獲得の活動中心として 
系（大学）の「とんがり」の発展形への接続中心として



2015年度までの活動概要

研究集会 国際会議TGSW2014, TGSW2015 
CiRfSEワークショップ/運営協議会 ３回 
その他 研究会・WS  主催４回 
連携サロン ４回

外部資金獲得に向けて
2015 概算要求「宇宙史の暗黒を照らす国際研究拠点形成」：計算科学研究センターと連携して申請　=>  採択 
2015 文部科学省海外若手研究者中短期招聘プログラム => 採択（２０万円）江角 
2015 JSPS２国間交流事業 => 採択（H27:184万円）西堀 
その他いろいろ申請 （=> 不採択）

研究体制の強化・展開 2015/10 「光量子計測器開発推進室」設置 
2015/10 環境エネルギー材料研究拠点「バイオエネルギー研究チーム」設置

2014/9/1 発足

国際TT助教 大川英希（素粒子）14/8/1 着任　=>　スイス・CERN 
Oliver Busch（QGP）14/12/18 着任　=>　ドイツ・ハイデルベルク大学 
笠井秀隆（エネルギー貯蔵変換）15/4/1 着任　=>　デンマーク・オーフス大学 
金子元（逆問題）部局国際TT 14/7/1 着任　=>　フランス・ストラスブール大学

デンマーク・オーフス大学CMCとは、2015海外ユニット招致（西堀）でも連携。

2013年夏に採択された「筑波大学研究力強化実現構想」に基づき、重点強化のために 
筑波大に新設する３つの「学術センター」のひとつとして発足。

全学戦略枠 逆問題研究推進室(数理科学研究推進室)　教授 
環境エネルギー材料研究拠点/TIMS　教授

コンソーシアムの立ち上げ
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融合研究の国際的ハブ構築を目指し：

詳細は年次報告書(2014, 2015) を御覧下さい。

CiRfSEホームページ www.pas.tsukuba.ac.jp/~CiRfSE/ より、ダウンロード可能。 
冊子を希望される方は、お申し付け下さい。

筑波大学　数理物質系

数理物質融合科学センター

平成２６年度
年次報告書

数理物質融合科学センター

平成２７年７月

筑波大学　数理物質系

数理物質融合科学センター

平成２７年度
年次報告書

数理物質融合科学センター

平成２８年７月

103ページ 156ページ



2016年度活動状況 (1)
研究体制の展開
2016/3 海外教育・研究ユニット招致：Bo Ivasen教授 (デンマーク オーフス大学) 

　　副PI採用 2016/5　Venkatesha Rama Hathwar 助教 
　　タッグアップ：環境エネルギー材料研究拠点 西堀教授, 国際TT笠井助教 
　=> エネルギー関連材料の精密電子状態解析法の開発と利用研究

2017/1 逆問題研究推進室 => 数理科学研究推進室 
　　CiRfSE + TIMS の改組再編（2017年度）の準備 
　　AI など、より広範な融合研究・連携を準備

公募スペース（人文社会学系B棟1階10部屋）採択



スペース
2016/2 公募スペース申請 => 承認

　　人文社会学系B棟１階
|
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学園東大通り

平成２８年度公募スペース配置図

南地区

西地区

南地区

中地区

Ｎ

工学系学系Ｈ棟

工学系学系Ｆ棟

芸術学系棟

理科系Ｂ棟

自然系学系Ｄ棟

自然系学系Ａ棟

総合研究棟Ｄ

医学系学系棟

体育科学系Ｂ棟

体育総合実験棟

共同研究棟Ｂ

共同利用棟Ｄ

共同研究棟Ａ

総合研究棟Ｂ

理科系Ｄ棟

プロジェクト研究棟

共同研究棟Ｃ

自然系学系Ｃ棟

自然系学系Ｂ棟

共同利用棟Ａ

凡　例

公募スペースがある建物

人文社会学系棟

総合研究棟Ａ

生物･農林学系Ａ棟

人間系学系Ａ棟

CiRfSE センター長室・事務室 

 
 
 
CiRfSE セミナー室 

 
 
 
CiRfSE 研究室等 
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2016年度活動状況 (2)
国立大学機能強化経費「宇宙史の暗黒を照らす国際研究拠点形成」

2016年度概算要求 (2015/夏) => 採択 
国立大学機能強化経費 (2016-2021) 

　　2016年度：24,800,000円

海外教育・研究ユニット招致 
クロスアポイントメント教員 
任期付き助教 
研究員 
活動費（旅費等）、設備費



国立大学機能強化経費「宇宙史の暗黒を照らす国際研究拠点形成」
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5つの実験プロジェクト全てが学術会議マスタープラン(2014)に採択。 
内３つは筑波大が中核機関。

CCSにおける理論融合研究の実績により、 
実験・理論を融合させた宇宙史研究体制を構築。
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分野融合による 
新学問分野の構築と 
研究の新展開を牽引
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13 TeV ATLAS実験@CERN

ロケット実験超伝導検出器開発・制作

データ解析

データ解析

PHENIX実験@BNL データ解析ALICE実験@CERN

10m望遠鏡 制作・評価 輸送・建設 観測
30m望遠鏡 設計・試作超大規模電波カメラ開発

N ≈ 50, 82 RIBF実験@RIKEN データ解析

稀少RIリング アップグレード N ≈ 126 RIBF実験@RIKEN

高輝度 ALICE実験@CERN

電波カメラ開発

超伝導検出器開発・制作 衛星実験・データ解析

検出器開発・建設

検出器開発 検出器建設 14 TeV ATLAS実験@CERN

=> 　南極天文台観測との直接比較

元素創生モデルによるシミュレーション　=> 　RIBF実験との直接比較

=> 暗黒物質、暗黒エネルギーの詳細解明 => 宇宙構造形成、銀河形成理論の確立

宇宙モデルによるシミュレーション =>  実験・観測との直接比較 => 宇宙論パラメータの精密決定



2016年度活動状況 (2)
国立大学機能強化経費「宇宙史の暗黒を照らす国際研究拠点形成」 

　　　　　　　　　　　　　　　（CCSと連携して推進）2016-2021
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海外教育・研究ユニット招致 
　　2016/08　ソウル大S.-B. Kim教授 
　　　　　　　(宇宙背景ニュートリノ) 
助教２名採用予定 

　　2017/04　宇宙背景ニュートリノ、南極天文台 
研究員 x 3+...　（１名はCCSで） 

　　2016/        一部選考中 
クロス・アポイントメント教員 (4名＋2) 

　　2016/10　福井大(P) 
　　2016/12　埼玉大(AP)、KEK(APx2) 
　　2017/04　北大(P)、原研(P) 
客員教員 (6名＋ …)  一部進行中 

　　広大、長崎総合大、理研x2、NII、JAXA、 
　　[関西学院大、KEK ：交渉中] 
　↓↓↓ 
国際TT教員（2015: CiRfSE２名＋CCS３名）と 
国際連携拠点の実体を確立。
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2016年度活動状況 (2)
南極天文台に向けて
南極に10m THz望遠鏡　=> 暗黒銀河探査 
ドームC（フランス・イタリア）を使う形に
変更　=> 予算を大幅に縮小 (26億円) 
現地調査@南極ドームC　'16/1-2 中井 
助教、研究員　=> 推進体制を強化 
全国で講演活動　=> 一般の理解と支援 
つくばエキスポセンターに展示 ('17/3 予定) 
予算さえ付けばいつでもGO

http://www.tsukuba.ac.jp/notes/068/ 
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2016 10 22 23 200 	
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2016 12 17 	
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2016 7 31 150 	
	

2016 11 24 	 40 	
	

2017 2 21 	
2016 12 23 	

39 	

2017 9 	

	

	

2017 3 8 	

2017.1.10

2016 12 3 41 	

2016 12 4 82 	

2016 3 5 	
100 	

2017 3 19 	

2017 1 30 	

建設場所

13

コンコルデイア基地 ＠ドームＣ

・フランス・イタリアが共同で運用
・越冬基地（定員16名） （夏は60名）

・設備・運用が非常に優れている。
・重機（130トンクレーン等）あり。

10m望遠鏡
建設候補地

宿泊研究棟

小型望遠鏡群
（仏伊）

滑走路

ボストーク

(露)(3488m)

(米)

(仏伊)

ダグラス DC3

現地調査(交換科学者)
2016年1月～2月
（国立極地研究所の紹介）



2016年度活動状況 (3)
新たな外部資金獲得に向けて
2016/夏  概算要求 
　「革新的エネルギーデバイス開発拠点」＋ 組織改革

CiRfSE環境エネルギー材料拠点＋TIMS＋パワエレ 
 => 基礎研究と産業応用を繋ぐ研究・開発センター 
　　　　国際連携とTIAを通じた産学連携を接続。

統合的エネルギー貯蔵・変換・節約システムの構築に向けた 
革新的エネルギーデバイス開発拠点

開 
発 
部 
門 

基 
礎 
部 
門

統合的エネルギー貯蔵・変換・節約システム構築

異なるエネルギーデバイス技術の融合：基礎学理を通じて初めて可能

排熱利用 省エネ

基
礎
と
応
用
の
融
合
に
よ
る
課
題
解
決
と
 

新
原
理
・
新
物
質
の
迅
速
な
応
用
／
展
開
 

=>
  イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
牽
引

産業界

学
理
　
マ
テ
リ
ア
ル
探
索
　
試
作
　
評
価
　
実
装

つくば連携

国際連携

学内連携

国内連携

生体熱発電シート 低価格燃料電池 車載用インバータ

白川センター 
基礎研究レベルでの分野融合

貯蔵 変換
熱発電 
熱電池 パワエレ非白金触媒

節約

エネルギー・コンソーシアム 
産業ニーズの受信窓口 
産業界への発信母体

かけはし 
白金フリー触媒

かけはし 
熱発電素子

筑波大からの概算要求に採択 
第３期中期目標に向けた構想： 
　＊ 基礎研究の着実な実施 
　＊ イノベーション創出拠点 
　＊ センター改組・改編 
　　「H29年度に先行整備」 

人員と整備予算を要望 
回答待ち



2016年度活動状況 (3)
新たな外部資金獲得に向けて
山本洋平准教授 H28筑波大学プレ戦略イニシアティブ「光と物質・生命科学のアン
サンブルによる新現象の発掘と解明」 => 採択　2016/11/1キックオフ

JSPS頭脳循環、JSPS研究拠点形成事業、...  => 不採択



2016年度活動状況 (4)

国際会議 TGSW2016　'16/9 
第３回CiRfSEワークショップ　'17/1 
連携サロン　'16/6 ＋ '16/12 
宇宙史サロン　'16/12 
物質科学セミナー　'16/11　３回 
その他 研究会/WS/セミナー等 
　　　９回（共催を含む）　

研究集会
平成28年度�活動一覧（研究集会）�2017年1月13日現在

開催日 部門 会議名 会場 参加者数 世話人教員 主催/共催

2016/5/20 エネルギー貯蔵・変換物質部門  放射光物質科学コース キックオフシンポジウム 総合研究棟B0110 35名 守友�浩 共催

2016/6/7 クォーク・核物質部門  Open Informal Seminar by Dr. Oliver Busch 1F201 約15名 江角�晋一 共催

2016/6/16 逆問題研究推進室 第5回数理連携サロン 自然系学系棟 D509 39名 青嶋�誠 主催

2016/7/1 環境エネルギー材料研究拠点 平成28年度TIMS研究交流会 3B402 69名 鍋島�達弥 共催

2016/9/2 光量子計測器開発推進室 第1回SOI-STJ研究会 自然系学系棟B118 16名 金�信弘 主催

2016/9/12 宇宙史国際研究拠点
物理学専攻公開セミナー「超弦理論への離散的ア

プローチ」
自然系学系棟B114 約20名 金谷�和至 共催

2016/9/17-9/19
宇宙史国際研究拠点

環境エネルギー材料研究拠点
Tsukuba Global Science Week (TGSW) 2016

つくば国際会議場エ

ポカル
77名

江角�晋一

守友�浩
主催

2016/10/31 物質変換材料部門  白金フリーカーボン触媒ワークショップ 大学会館国際会議室 50名 中村�潤児 共催

2016/11/1 環境エネルギー材料研究拠点

プレ戦略イニシアティブ「光と物質・生命科学のア

ンサンブルによる新現象の発掘と解明」キックオフ

研究会

総合研究棟B0110 54名 山本�洋平 共催

2016/11/10 光量子計測器開発推進室 第2回TIA光・量子計測シンポジウム
つくば国際会議場エ

ポカル
約100名 金�信弘 共催

2016/11/16 物質変換材料部門
物質科学セミナー「劈開できないシリコンから二次

元シリコン物質を創る技術」
3B 213 約20名 近藤�剛弘 共催

2016/11/19 エネルギー貯蔵・変換物質部門
Workshop on Advanced Structural Study

using SPring-8
自然系学系棟B118 16名 西堀�英治 共催

2016/11/21 エネルギー貯蔵・変換物質部門
TIAかけはし「未利用熱エネルギーを変換する熱発

電素子」第1回研究会
自然系学系棟B118 18名 守友�浩 共催

2016/11/22 物質変換材料部門

物質科学セミナー「Copper Catalysts in

Methanol Synthesis: From Understanding to

new Material」

3B 213 約20名 山本�洋平 共催

2016/11/24 物質変換材料部門
物質科学セミナー「Eley-Rideal reactions of hot

atoms and molecules at surfaces」
3B 213 約20名 近藤�剛弘 共催

2016/11/27 南極天文部門
 つくばエキスポセンター第33回ミーツ・ザ・サイエ

ンス「南極からさぐる宇宙」

つくばエキスポセン

ター
44名 中井�直正 共催

2016/12/5 逆問題研究推進室 第6回数理連携サロン 自然系学系棟 D509 46名 青嶋�誠 主催

2016/12/12 宇宙史国際研究拠点 第1回 宇宙史サロン 自然系学系棟B118 22名 金�信弘 主催

出展・一般講演会
筑波大学雙峰祭　'16/11

南極天文台関連（全国：前述）
'17/4 科学技術週間に出展予定（宇宙史）



国際会議 TGSW2016　'16/9/17-19

TGSW2016 
Session 7: Green Innovation 
19th September @ room 402 

 
 Energy Materials                      Chair: Hideharu Niwa (UT) 
13:30 - 14:00 
(invited) 

Ching-Shun Ku and Di-Jing Huang (NSRRC, Taiwan) 
Opportunities of Taiwan Photon Source for Energy Material Research 

14:00 – 14:20 Venkatesha Rama Hathwar, Eiji Nishibori, Bo Iversen, Yutaka 
Moritomo (UT) 
Is the crystal structure of CH3NH3PbI3 so simple to understand? 

14:20 – 14:50 
(invited) 

Pirmin Ulmann (IMERYS Graphite & Carbon, Switzerland) 
Carbon-based Negative Electrode Active Materials for Lithium-ion 
Batteries –Past, Present and Trends towards the Future 

14:50 – 15:10 break 
 Polymer Materials                   Chair: Yohei Yamamoto (UT) 
15:10- 15:30 Takaki Kanbara (UT) 

Synthesis of fluorene-based conjugated polymers via direct arylation 
polycondensation 

15:30 – 16:00 
(invited) 

Xike Gao (Shanghai Institute of Organic Chemistry, China) 
Conjugated Diimides for Organic Optoelectronic Materials: Molecular 
Design and Synthesis 

16:00 – 16:30 
(invited) 

Weishi Li (Shanghai Institute of Organic Chemistry, China) 
Poly(rod-coil) Polymeric Semiconductors: a new class of Organic 
Optoelectronic Materials 

  
18:00 – 20:00 Banquet  

 

「宇宙進化と物質起源」（セッション６） 
「グリーンイノベーション」（セッション７）



2016/12/5 　第６回連携サロン　キーワード：「人工知能」

2016/6/16　第５回連携サロン　キーワード：「宇宙」
連携サロン

Einstein and de Sitter spacetime  

参考文献：U Moschella, The de Sitter and anti-de Sitter sightseeing tour, Se ́minaire Poincare ́ 1(2005) 1‒12, 
available at http://www.bourbaphy.fr/moschella.pdf 

Step1： Minkowski space のローレンツ計量は次で与える。M5

Step2： その部分多様体であるde Sitter spaceは次である。
ds

2 = �dx

2
0 + dx

2
1 + dx

2
2 + dx

2
3 + dx

2
4

deS =
n

x 2 M5;�x

2
0 + x

2
1 + x

2
2 + x

2
3 + x

2
4 = a

2
o

ds2 = c2dt2 � a(t)2
n dr2

1� kr2
+ r2d✓2 + r2 sin2 ✓d�2

o

k=0 
平坦な宇宙

k=1 
閉じた宇宙

k=-1 
開いた宇宙

Step3： EdeSには次のロバートソン・ウォーカー計量が与られる。



2016/12/12　第１回宇宙史サロン
宇宙史サロン

◆人間原理、String Landscapeとの関連

Vacuum with AdS 
or dS constant

●様々な真空期待値を取ることで、それぞ
れの真空が様々な値の宇宙項を選択する

例えば、宇宙項が大きいと、、 加速膨張が強すぎて最初から空
っぽの宇宙のまま膨張し続ける

例えば、宇宙項が小さいと、、 誕生後、数百億年以上経って
から効き始めるゆっくりした加

速膨張

◆ Coincidence問題への一つのアプローチ

宇宙の構造ができる前に加速膨張が始まっては困るので、
物質密度と宇宙項ほぼ近いオーダーである可能性

Hf-STJの開発
� Al層をエッチング

20μV/div
10μA/div

T = 128mK
B = 0 Gauss

T = 128mK
B = 5 Gauss

20μV/div
10μA/div

10μV/div

2μA/div

10μV/div

2μA/div

� ジョセフソン電流を観測。磁場で抑制されることを確認。
� Δ = 20~25μeV (~ΔHf)
� Ileak @20μeV = 5μA@128mK (200μm角)

� 漏れ電流が年初のサンプルと比較して1/4に減少。(サイズ差を考慮に入れれば1/16)
� 改善はしたが、いまだに要求値は達成していない。(要求Ileak ＠20μeV = 30pA@120mK)

200μm×200μm
Hf-STJ

Apply magnetic 
field(5 Gauss)

19

衝突実験の時間発展のイメージ図

7

熱平衡化
流体発展 Freeze-out 

ハドロン化

QGP ハドロンガス衝突

ハドロン
光子

強い散乱

• 光子 : 様々な起原を持っており常に放出されている 
         強い相互作用されずにでてくる 

• ハドロン : freeze-out後から放出される



2016/11/14　「劈開できないシリコンから
二次元シリコン物質を創る技術」

物質科学セミナー (TIMS, CiRfSE)

【場所】 3B 213 プレゼンテーションルーム 
【講師】(株)豊田中央研究所 中野秀之 主席研究員 
【参加者数】約20名

日時：11月16日13時から１時間程度
場所：3B213プレゼンルーム
タイトル：劈開できないシリコンから二次元シリコン物質を創る技術
講師：(株)豊田中央研究所 中野秀之 主席研究員

物質科学セミナー

概要：

シリコンはダイヤモンド型構造をとるため劈開
面が無い。それ故、同族元素である黒鉛構造
のカーボンのように剥離法によって二次元
シートを取り出すことは困難である。本講演で
は、Zintl silicideの一つであるCaSi2から誘導さ

れる層状シリコン化合物に着目し、これらを単
層剥離して得られる二次元シリコン物質群の
合成と機能について紹介する。

世話人：物質工学域 近藤剛弘
takahiro@ims.tsukuba.ac.jp

.Yaokawa, . Ohsuna, . Morishita, Y. 
Hayasaka, M. J. . pencer & H.i Nakano, 
Nature Communications 7, 10657 (2016)

TIMS，CiRfSE共催

2016/11/22　「Copper Catalysts in Methanol Synthesis: 
From Understanding to new Material」

【場所】 3B 213 プレゼンテーションルーム 
【講師】ドイツDuisburg-Essen大学 Malte Behrens教授 
【参加者数】約20名

2016/11/24　「Eley-Rideal reactions of hot atoms and 
molecules at surfaces」

【場所】 3B 213 プレゼンテーションルーム 
【講師】Professor Dr Aart W. Kleijn 
    Director, Center of Interface Dynamics for Sustainability,  
    Institute of Materials, CAEP 
【参加者数】約20名



2016/9/2　第１回SOI-STJ研究会（光量子計測器開発推進室）

2016/10/31　白金フリーカーボン触媒ワークショップ（TIAかけはし）

2016/11/10　第2回TIA光・量子計測シンポジウム 
「光・量子が繋ぐTIA計測連携～新しい科学と産業の創成をめざして～」

【日時】 2016年11月10日(木) 9:30-17:30 
【場所】 つくば国際会議場（エポカルつくば） 
【参加者数】約100名

【場所】自然系学系棟B118 
【参加者数】16名

【場所】 筑波大学 大学会館 国際会議室 
【プログラム】 
    13：10－14：10　畳開 真之氏（帝人）「含窒素高分子から作製される燃料電池カソード用炭素触媒」 
    14：10－15：10　山田　泰弘氏 （千葉大学）「含窒素ナノカーボン材料の構造解析と応用」 
    15：30－16：30　羽鳥　浩章氏（産総研）「キャパシタ材料としての窒素ドープカーボンとその電気化学特性」 
    17：00－18：30　懇親会（総合研究棟B108、参加費2000円）

【参加者数】50名（一般：36名、学生：14名）

2016/11/19　Workshop on Advanced 
Structural Study using SPring-8
【場所】 自然系学系棟B棟 B118 
【参加者数】16名

2016/11/21 「未利用熱エネルギーを変換する熱発電素子」
(TIAかけはし)
【場所】 自然系学系棟B棟 B118 
【参加者数】17名



2017年度予定 (1)
数理物質系センターの発展的改組・再編

筑波大学研究力強化実現構想に従い、CiRfSEは2018年度 中間評価、
2023年度 最終評価　のはずだったが、

2016/夏　筑波大学概算要求で、第３期中期目標に向けた構想： 
　　＊ 基礎研究の着実な実施 
　　＊ イノベーション創出拠点 
　　＊ センター改組・改編 
　　　「H29年度に先行整備」として 
　　　　朝永センター（仮称）、エネルギーデバイス開発拠点（仮称）

元々、「朝永センター（仮称）」と「白川センター（仮称）」への展開を目指していたが、 
改組前倒し。2017年度 !!
系で検討 
=> CiRfSEとTIMSを発展的に改組・再編し、他のアクティビティーとも連携強化・融合し、 
　2017/10 に、 
　　　＊　朝永センター（仮称） 
　　　＊　白川センター（仮称） 
　を発足させることになった。細部は、系の「設置準備委員会」で検討中。



計算科学研究センター

朝永センター（仮称）

数理物質系

数理物質系附属センターの改組・再編（2017年度）

システム情報系など、学内部局

宇宙史 
国際 
研究拠点

	

	

  

	  

宇宙背景ニュートリノ探索 
南極天文台建設 
クォーク・核物質物性解明 
Higgs精査 
不安定核探査

共同構築 宇宙史の統一描像の構築 
質量起源・QGP・暗黒物質・ 
暗黒エネルギー・暗黒銀河の解明海外ユニット招致 

　（ソウル大S.B.Kim教授） 
クロスアポイントメント 
　（埼玉大、福井大、KEK、北大、原研） 
客員、国際テニュアトラック 
を活用して国際共同研究体制を
強化、国際連携ネットワーク
をつくばで接続。 
　=> 宇宙史研究を牽引

光量子計測器 
開発推進室

2004 !
!

100 !
!

!
!

Vincenzo Cincotti 
C  

!
!

Yves Frenot 
C

	  

!

	

融合研究による 革新的 
エネルギーデバイス開発拠点 

基礎と応用の融合による 
イノベーションの牽引

白川センター（仮称）

開 
発 
部 
門 

基 
礎 
部 
門

統合的エネルギー貯蔵・変換・節約システム構築

排熱利用 省エネ

産業界

学
理
　
マ
テ
リ
ア
ル
探
索
　
試
作
　
評
価
　
実
装

つくば
連携

国際連携

学内連携

白川センター 

基礎研究レベルでの分野融合

貯蔵 変換
熱発電 
熱電池 パワエレ非白金触媒

節約

エネルギー・コンソーシアム 
産業ニーズの受信窓口 
産業界への発信母体

かけはし 
白金フリー触媒

かけはし 
熱発電素子

統合的エ
ネルギー
貯蔵・変
換・節約
システム
の構築に
向けた、
革新的エ
ネルギー
デバイス
開発拠点

TIAを活用したクロスアポ・産学連携

宇宙史コンソーシアム 
南極天文コンソーシアム

融合研究の継続 
密接な連携

南極 
天文台

数理科学研究拠点（仮称）

改組

　改組

改組
学際物質科学 
研究センター 
　物質創成分野 
　集積物性分野 
　ナノグリーン機能分野

連携

連携教員

　　　数理物質 
　　　融合科学センター 
宇宙史国際研究拠点 
　南極天文部門 
　素粒子構造部門 
　クォーク・核物質部門 
光量子測定器開発推進室 

数理科学研究推進室 

環境エネルギー材料研究拠点 
　エネルギー貯蔵・変換物質部門 
　物質変換材料部門

パワエレ寄付講座

連携 連携

数学と理工学諸分野の密接な連携による、自然現象や理工学諸分野に現れる問題
の数理モデル化と、それによる数理解析、空間モデルの幾何解析と対称性の研究、

高次元データ解析と計算アルゴリズム開発などを推進

融合研究の継続 
密接な連携

細部
は調
整中



2017年度予定 (2)

南極天文台

新年度の体制

環境エネルギー材料分野概算要求「革新
的エネルギーデバイス開発拠点」
2016/夏  概算要求　=> 組織整備 
2017 全学戦略ポイントなど、学内資源への応募 
外部資金への応募

融合研究による革新的エネルギーデバイス開発拠点 

熱発電 

燃料電池 

低コスト燃料電池自動
車 

・燃料電池の低コスト化
（価格の低下） 
・排熱の低コスト再利用
（走行距離の向上） 

白金触媒 炭素系 
高コスト既存物質 低コスト新材料 

燃料電池 

半導体熱電  電池材料 

電解液 同一活物質 

電
子
流

 イオン 

新型熱発電（筑波大が提案） 

酸素還元触媒 

 
 
 
　 
 

基礎研究から実用
化への橋渡し役と
して、低コスト燃
料電池の試作・モ
ジュール化へとつ
なぐ技術開発を担
当する教員の配置
が必要 

 
 
 
 

要　求　人　員 
触媒分野１名 

要求人員の役割
及び必要性 

実用化 基礎研究 

高効率かつ低コストのエネルギーデバイスの開発によ
り、世界の資源・エネルギー問題の解決に大きく寄与 

期待される効果 

卓越大学院？？

宇宙史国際研究拠点長：　　　金　信弘 教授　＝＞　受川史彦 教授 
素粒子構造部門長：　　　　　受川史彦 教授　＝＞　武内勇司 准教授 
光量子検出器開発推進室長：　金　信弘 教授　＝＞　原　和彦 准教授


